
財政教育プログラムのご案内

令和３年５月
財務省東北財務局 盛岡財務事務所



１－１．財政教育プログラムの概要
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「財政教育プログラム」を通じて、

『日本の将来について考える力』を育みます。

・講義形式とアクティブラーニングを組み合わせ、日本の財政について学びます。

財政教育プログラムとは？

・小・中・高校はじめ、大学、専門学校などでも実施しています。

対象は？

・タブレット等を活用した模擬予算編成などをグループワークで行い、その結果を発表しあうことで、
より主体的な学習参加を促します。

アクティブラーニングとは？



１－２．高校での展開等
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・成人年齢が１８歳に引き下げられ、参政権の付与や個人の意思による契約が可能となるなど、
より若い年齢で社会とのつながりが深くなります。

高校では、
・来年（令和４年）から、共通必履修科目として「公共」の授業が開始され、日本の財政について
学ぶ機会の増加が見込まれます。

同じく来年４月から、

・財政と生活の結びつきなどについて学び、グループワークでは、他の生徒と意見交換することで、社会の
あり方を自分事として考える力が育まれます。

国の資料・データ等を材料に、



２．基本的な流れ
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・公共サービスに関するクイズを織り交ぜながら、歳入歳出や国債発行残高について概要を学びます。

①講義（25分）

・班ごとに予算や重点政策のテーマを決めて、模擬予算編成に挑戦します。

②グループワーク（40分）

・グループワークの結果を発表し、生徒同士で質疑応答を行います。

③発表（20分）

・当局職員から、今日の学習と「国民主権」「参政権」などについて説明し、締めくくります。

④まとめ（5分）

※所要時間はあくまで参考です。ご要望により柔軟に対応します。



３．最近の実績
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2017年2月の「秋田大学教育文化学部附属小学校」での開催を皮切りに、東北各県の小・中学校で実施。

東北管内

岩手県内
＜2017年度＞５件
①二戸市立福岡中学校
②岩手大学教育学部附属中学校
③矢巾町立矢巾中学校
④矢巾町立矢巾北中学校
⑤岩手大学教育学部附属小学校

＜2018年度＞５件
①専門学校盛岡カレッジオブビジネス
②盛岡医療福祉専門学校
③岩手大学教育学部附属中学校
④盛岡公務員法律専門学校
⑤岩手大学教育学部附属小学校

＜2019年度＞４件
①岩手大学教育学部附属中学校
②専門学校盛岡カレッジオブビジネス
③岩手大学教育学部附属小学校
④盛岡公務員法律専門学校

＜2020年度＞２件
①岩手大学教育学部附属中学校
②ＭＣＬ盛岡外語観光&ブライダル専門学校



４－１．実際にやってみると…
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①財政に関する講義



４－２．講義の一部ご紹介
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公共サービスに関するクイズを織り交ぜながら、歳入歳出や国債発行残高について概要を学びます



４－３．講義の一部ご紹介
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歳入歳出の内訳を円グラフで確認します。感染症対応による増額補正も反映しています



４－４．講義の一部ご紹介
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歳入歳出と公債発行額の状況を確認します
前年度はワニの上あごが外れる異例の歳出額となり、受講者からも「一番衝撃だった」というコメントが寄せられています



４－５．講義の一部ご紹介
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少子高齢化を背景とした社会保障費の増加、負担と需給のバランスについても説明します



４－６．講義の一部ご紹介
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歳出歳入の内訳を詳細にお話しすることも可能です。オーダーメイドで対応します



４－７．実際にやってみると…
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②グループワーク



４－８．グループワークのご紹介
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冒頭、以下のようなメッセージと、発表時のポイントを伝えます



４－９．グループワークシート
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班ごとにワークシートを配付し、議論しながら「スローガン」や「予算案のポイント」を決めていきます



４－１０．タブレット操作画面
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タブレットで以下の表を操作します
「歳出」、「歳入」各項目の増減をリストから選択し、収支のバランスをとりながら各班理想の予算案を編成します



４－１１．実際にやってみると…
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③発表



４－１２．とある班の例（中学生）

17

スローガン
『経済の回転率を上げよう』

予算のポイント
『お金を地方に分散させて政府に集中させない』

主な施策
『東京一極集中を是正するため、地方への交付金を増額』

説明概要
・東京に金が集まるから、東京に人が集まる。

・地方に金を預けて、地方で金を回してもらったほうが良い。

・増額した地方交付金で地方がいい政策を行えば、そこに人が集まる。

班内の議論を経てワークシートを整理し、発言パートを全員に振り分けながら発表します。
以下は、中学生の班がまとめた予算案の説明例です。



４ー１３．感想
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・グループワークをしているといろんな意見が出ていた。
特に税収についての話し合いのときに、それぞれが意見を
もっていたのでおもしろかった。

・他の班のコンセプトや意見を聞くことで、自分の考えが広
がった。
・何を目標に、誰をターゲットにするかで大きく税収の使い
道が異なることを、各グループの発表で感じた。
借金が増えるのは誰しも止めたいと思うが、止めるために
は何かを減らさなければならない。
それを決めたとしても反発が来る。財政について私たちも
よく考えなければならないと思った。

・社会保障制度等が未履修だったことから、模擬予算
編成でも、年金を削る、酒・たばこの税率を５割増し
にする、お金持ちからとるなどバランスを欠いたケースも
散見された。
（次回はより効果的なタイミングでの実施を目指す）

・ 生徒は楽しんで取組んでいたし、この内容は親も共
感してくれるはず。授業参観や公開授業の際にも活用
してもらいたい。

・ この授業がもっと広がってほしい。都市部だけでなく、
地方にいる子どもの声を拾うことも、地方創生の取組
みの一つではないか。

生徒から 教師・PTAから



５－１．まとめ
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・冒頭でご案内のとおり、来年（令和４年）から「公共」の授業が開始されるほか、成人年齢が１８歳に引き
下げられ、社会とのつながりが早い段階から深くなります。

・本日ご覧頂いたような学習経験を通じて、社会のあり方を自分事として考える力を身につける機会、気づきと
なる機会を、より多くの方に体験してほしいと考えております。

高校での展開等

さらに

・上記のように若い世代の状況が大きく変容していく一方、コロナ禍により、我々も生活の危機・不自由に
少なからず直面することとなりました。

・本プログラムは世代を問わず議論ができるツールです。プログラムを通じ、社会人の方にもあらためて、財政・
経済への関心を高めて頂きたいと考えております。



５－２．まとめ
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・所要時間、会場設定、資機材等はご要望に応じ、オーダーメイドでできる限り対応させて頂きます。

・スタッフは当日の検温、手指消毒実施の上、マスク・フェイスガード着用で臨みます。

・講義部分のリモート、あるいは録画放映での実施も、ご要望により対応を検討しております。

その他

まずはお気軽に、お問合せください。
財務省東北財務局
盛岡財務事務所総務課 油井（ゆい）
℡：０１９－６２５－３３５１


